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The EXCEED mission
(EXtreme ultraviolet spectrosCope for ExosphEric Dynamics)

Major specifications
- Launching : 2013
- Weight：330kg
- Size：1m×1m×4m
- Orbit：950km×1150km (LEO) 
- Inclination: 31 deg
- Mission life ：>1 year
- Pointing accuracy : ±2 arc-min
(improved to be ±5arc-sec 
by using a FOV guide camera)

• ISAS/JAXAの小型科学衛星シリーズの１号機

金星、火星、木星及びその周辺の希薄ガスを極端紫外光の分光撮像装置で観測
木星の内部磁気圏のエネギー輸送機構の解明
地球型惑星の太陽風との相互作用による大気流出機構の解明

• 観測対象 : Mercury, Venus, Mars, Jupiter, Saturn,  EUV stars, Comets

Wavelength range 55 – 145 nm
Slit width 10, 60, 140 arc-sec
Spatial resolution 20 arc-sec (Jupiter mode) 10 arc-sec (Venus mode)
Field of view 400 arc-sec.
Spectral resolution 0.4 nm (FWHM)
Primary mirror 20 cm diameter, F/8

FUV/EUV aurora
H2 Lyman & Werner bandsAllowed transition lines of

S,O ions (satellite origin)

Io plasma torus : Cassini/UVIS
Jupiter’s UV aurora : HST/WFPC2

回転磁気圏を支配するプラズマ源と高温電子

観測対象導入・姿勢保持
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木星の例

±7o/10 hours

(1) 初期導入(惑星・恒星導入マヌーバ) （IRU/STT）
(1)’ 視野端回避マヌーバ：MDPが計算する画像重心とスリット端位置、

及びEUVデータを用いたスリット内存在判定から判断
(2) スリット捕捉マヌーバ (3) 惑星追尾制御

温室化ガス（CO2）と水（H2O）

はどこに失われた？

惑星が大気を保有する条件は何か？

生命を育む惑星の成立条件は何か？

電荷交換反応
（太陽風観測）

H 121nm 共鳴散乱
O 130nm 共鳴散乱

（外圏大気観測）

共鳴散乱
O+ 83nm,C+ 133 nm,N+ 108 
nm（電離圏大気観測）

共鳴散乱
O+ 83nm,C+ 133 nm,N+ 108 nm
（流出大気観測）

初期火星からの大気流出の
数値シミュレーション

大気流出の太陽風応答に関する観測

各惑星観測好機

1周回に2つの惑星を切り替えて観測可能
観測対象惑星の切替：約１週間(運用時)ごと
恒星・彗星： 観測好機に随時

惑星毎の観測計画

木星
140”スリット使用時

広いスリットで木星内部磁気圏プラズマ発光全体を分光撮像。
スリット中心付近で木星オーロラ発光を観測

南北両極域、または木星ディスク中心にスリットを当てる（3つの観測モード）
観測好機：衝の前後6ヶ月(最大)
「惑星追尾制御」により姿勢維持
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10”スリット使用時

高波長分解能観測モード
プラズマトーラスの傾きの変化（10時間の周期で、+/-７度）に合わせ、
28分に1度、スリットの傾きを任意の角度に設定

28分で最大2°

水星
本体及び反太陽方向に10惑星半径以上に延びるテールを観測
観測好機：太陽離角20度～28度(Sun- Target –Observer角=100度程度)

水星テール軸は最大で黄道面から7度傾く
水星視直径の最大値：5.5秒角程度 → 55”以上のスリット長

テールは南北方向に広がる可能性 → 60”幅スリット(光量を確保)の中央に水星を導入

「スリット内保持制御」で姿勢維持

金星
本体及び反太陽方向に10惑星半径以上に延びるテールを観測
観測好機：は東方・西方最大離隔付近(Sun- Observer-Target 角=110度程度)

金星視直径：35”程度。発光領域全体をスリットに入れる（光量確保）→60”幅スリット
テール観測のため、惑星半径の10倍のスリット長、18”×10=180”が必要。
金星をスリットの中心か、太陽方向にスリット長の1/4程度ずらした位置に導入

「スリット内保持制御」で姿勢維持

火星
本体及び反太陽方向に16惑星半径以上延びるテールを観測
観測好機：Sun- Observer-Target 角=90度付近

火星視半径：4”程度→4”×16＝64”以上のスリット長
テールは南北方向に広がる可能性 → 60”幅スリット（光量確保）

「スリット内保持制御」で姿勢維持

土星
衛星エンセラダス起源水分子の解離 → 酸素原子共鳴散乱光＠ 130.4nm
広がった酸素原子分布 → スリット長方向に±20惑星半径、スリット幅方向に7惑星半径の視野
土星視直径：18”程度＠衝 → 60”スリット

「スリット内保持制御」で姿勢維持
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様々な太陽風条件下で、上流から下流までのマクロ量の変動を同時に捉える

プラズマ診断による高温電子の検出とオーロラの同時観測
→ 回転の強い領域でのエネルギー輸送過程

Dumbbell-shape400"140"140" slit3

Rectangular shape (=1.0 nm)400"60"60" slit2

Rectangular shape (=0.4 nm) 400"10"10" slit1

RemarklengthwidthSlit name

Slits onboard the EUV spectrograph.

1 hour

1 day
10 days

カウントレートと空間分解能の関係
Exos は外圏、Ionos.は電離圏、Tail は尾部を表わす


